
地域運営組織・NPO法人ミナといかん 概要
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【特定非営利活動法人（NPO）法人ミナといかん】

○設立等 ・令和５年度：個別懇談会説明会５回、検討会２回、準備会５回
・令和６年４月１６日：設立総会
・令和６年６月１３日：北海道設立認証承認
・令和６年７月１日：法人登記

○名称 「ミナといかん」：「ミナ」はアイヌ語で「笑う」の意味で、「といかん」は地域の呼び名です。
・「といかん」で「みんな」笑顔で暮らしていきたい
・「みなと」のように「みんな」が集まる地域や居場所になってほしい

○組織類型 問寒別地区・地域づくりビジョンに基づく地域運営組織をNPO法人の形態で運営します。

○目的 ・地域課題の解決に向けて具体的な取組を協議し、地域に必要とされる機能を提供します。
・地域の文化や歴史を守り、すべての人がいつまでも安心して健やかに住み続けられる地域づくりに
貢献します。

○コンセプト これまで地域住民のボランティアで成り立っていた地域活動を、地域運営組織の専属職員が地域ボラ
ンティアの協力のもと、必要な取り組みを実践実行し、地域負担を軽減するNPO法人です。
・専属職員が複数業務をマルチにこなしていきます。
・地域内外のいろいろな世代が活躍できる場を創出します。
・ボランティアの部分と対価の発生する部分を整理して、しっかり稼ぐしくみをつくります。
・皆が楽しいと思える運営を心がけます。

○会員 正会員、賛助会員、その他
・正会員：法人の目的に賛同する個人で、総会の議決権を持ちます。会費は年会費3,000円です。

（農村地区７人、市街地１２人、幌延地区１人、計２２人）
・賛助会員：法人の目的に賛同して事業を賛助する個人及び団体です。会費は年会費１口500円です。

○役員 ・理事：４人（代表理事１人、副代表理事１人、理事２人）
・監事：２人



問寒別地区・地域運営組織（NPO法人）の地域活動としくみ
①住み続け支援：地域交通、日常生活の支援などのしくみ

②公共空間の管理：地域の施設などの管理のしくみ

③交流・教育：地域行事、団体活動支援、地域自主活動などのしくみ

④民間事業支援：地域のしごと支援のしくみ
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たとえば…、「①住み続け支援」とは次のような活動です

地域住民の外出機会の創出
・利便性の確保

重機を扱える
地域住民
(元農家など)

～ 地域への効果 ～

受付
実施

依頼
利用料

￥

生活支援事業運
営・店舗など

委託費￥
生活支援事業費
・交通空白地有償運送、除雪など ほか

補助金 ￥

調整
支払い

手伝い

￥

調整
支払い

リース

￥

住宅周辺の草刈り･除雪

自宅-拠点などの送迎

地元企業などの
重機・機材

地域住民（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）
地域おこし協力隊
集落支援員

組織専門の職員

保有する重機・機材等

受付･調整・シフト作成
サービス提供

CENTER

活動拠点

○地域運営組織の専属職員や地域のボランティアが、自前や業者から借りた機材を使って、住み続けるために必要な生活
の足（地域交通）、草刈り、除雪サービスなどを行います。サービスを受けた住民は利用料を払います。
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お困りごと協力・支援者 調整マッチング機能
地域運営組織・NPO法人ミナといかん

地域運営システム：上記のマッチングによる支えいのしくみを簡素化省力化するためのしくみづくりを目指します
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○地域デマンド交通（自家用有償旅客運送）等
①問寒別地区・中川町（天塩中川駅）への低料金でのデマンド交通提供
・運行日：原則平日９～１７時
・料金：１００～９００円
②おでかけ便：３名以上で片道２時間圏内の送迎を支援します
・料金：無料

○住み続け支援事業
地域で住み続けるうえで必要な機能を提供します
・草刈り、除雪、畑おこし、見守り、話し相手、行事、事務作業等

○公共空間等管理
地域の環境整備により住民の生きがいや健康づくりを支援します
・ブルーベリー果樹園、農村公園維持管理、パークゴルフ場維持管理
・移住住宅管理 等

○交流教育事業
地域の結びつきを強め、誰もが活躍できる場を創出するため支援します
・地域行事、団体活動、地域活動等支援

各種事業等
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支え合いの仕組みづくり



5

各種事業の実施例（ほんの一例です）


